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三角関数 平成 年 月 日

1 θ =
π

4
のとき，y = 0であるような関数

y = sin θ(k sin θ − 2 cos θ) · · · 1©がある。
ただし，0 <= θ < 2π，k は定数とする。

（1）定数 k の値を求めよ。

（2）y = 0を満たすような θ をすべて求めよ。

（3）関数 1©の最大値と，そのときの θ の値を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

2 θの方程式 cos 2θ− 3 cos θ− a+1 = 0 · · · 1©がある。た
だし，0 <= θ < 2π，aは定数とする。

（1）cos θ = xとおくとき， 1©の左辺を xと aで表せ。

（2）a = 2のとき，方程式 1©を満たす θ の値を求めよ。

（3）方程式 1©を満たす θ の値が４つあるような a の値の範

囲を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

3 関数 y = 2 sin θ cos θ + 2 cos2 θ − 1がある。

（1）θ =
π

4
のとき，y の値を求めよ。

（2）yを sin 2θ, cos 2θを用いて表せ。さらに，y = r sin(2θ+

α) の形に変形せよ。ただし，r > 0，0 <= α < 2π と

する。

（3）
π

4
<= θ <=

3
4

π とする。y の最大値，最小値と，その

ときの θ の値を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

4 関数 y = (2+sin x)(2+cos x)があり，t = sin x+cos x

とおく。ただし，− π

2
<= x <=

π

2
とする。

（1）tを r sin(x+α)の形で表せ。ただし，r > 0，0 <= α < 2π

とする。

（2）tの値の範囲を求めよ。また，y を tの式で表せ。

（3）関数 y の最大値，最小値を求めよ。また，そのときの x

の値を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

5 関数 y = sin 2θ − 2(sin θ + cos θ) + a (0 <= θ <=
π, aは定数)があり，θ =

3
4

π のとき，y = 2である。

（1）aの値を求めよ。

（2）sin θ + cos θ = tとおくとき，sin 2θ を tで表せ。

また，0 <= θ <= πのとき tのとりうる値の範囲を求めよ。

（3）関数 y の最大値と最小値を求めよ。また，そのときの θ

の値をそれぞれ求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

6 関数

y = 2 sin
(
2θ +

π

3

)
− 4 sin θ cos θ +3

(
0 <= θ <=

π

2

)
がある。

（1）θ =
π

4
のとき，y の値を求めよ。

（2）2 sin
(
2θ +

π

3

)
を a sin 2θ+ b cos 2θ(a，bは定数)の形

で表せ。また，y を sin 2θ，cos 2θ で表せ。

（3）関数 y の最大値，最小値とそのときの θ の値を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

7 原点を O とする座標平面上に，３点 A(1, 0)，

P(cos θ, sin θ)，Q(2 cos 3θ, 2 sin 3θ) がある。ただし，

0 < θ <
π

2
とする。

（1）線分 OQの長さを求めよ。また，θ =
π

6
のときの線分

PQの長さを求めよ。

（2）三角形 OAP の面積が三角形 OPQ の２倍になるとき，

cos θ の値を求めよ。

（3）PQ =
√

2のとき，sin θ の値を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

8 関数 y1 = sin θ +
√

3 cos θ (0 <= θ <= π)がある。

（1）y1 を r sin(θ +α)の形に表せ。ただし，r > 0，0 <= α <

2π とする。

（2）関数 y1 の最大値，最小値と，そのときの θ の値をそれ

ぞれ求めよ。

（3）関数 y2 = cos
(

2θ +
2
3

π

)
(0 <= θ <= π) がある。

y1 + y2 のとりうる値の範囲を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

9 関数 y = 2 sin x + 2
√

3 cos x · · · 1©がある。
（1）x =

π

6
のとき，y の値を求めよ。

（2） 1©を y = r sin(x+α)の形に変形せよ。また，0 <= x <= π

のとき，y の最小値とそのときの xの値を求めよ。ただ

し，r は正の定数とし，−π <= α < π とする。

（3）0 <= x <= pにおいて，y = −2
√

3を満たす xの値がちょ

うど５個存在するとき，pのとりうる値の範囲を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

10 0 <= x < 2π で定義された関数

y = cos 2x + 2a sin
x

2
cos

x

2
+ 1 (aは定数)

があり，x =
π

2
のとき，y = 2である。

（1）aの値を求めよ。

（2）sinx = t とおく。このとき，y を t の式で表せ。また，

y の最大値を求めよ。

（3）方程式 cos 2x+2a sin
x

2
cos

x

2
+1 = k (kは定数)の

解が，0 <= x < 2π の範囲にちょうど２個存在するとき，

k の満たす条件を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

11 θ の関数 y = sin θ + k cos θ + 1 (0 <= θ <= π) があり，

θ =
5
6

π のとき y = 0 となる。ただし，k は定数で

ある。

（1）k の値を求めよ。

（2）y = 1となる θ の値を求めよ。

（3）y の最大値，最小値を求めよ。また，そのときの θ の値

を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

12 関数 y = 2 sin θ cos θ + sin θ + cos θ (0 <= θ <= π) があ

り，t = sin θ + cos θ とおく。

（1）sin θ cos θ を tを用いて表せ。

（2）tのとりうる値の範囲を求めよ。

（3）y の最大値と最小値を求めよ。



三角関数 平成 年 月 日

13 関数 y = 2 sin
(
x +

π

6

)
+ 2 cos x · · · 1©がある。

（1）x = 0, x =
π

2
のときの y の値をそれぞれ求めよ。

（2）関数 1©を y = a sinx + b cos x (a，b は定数) の形で表

せ。また，関数 1©を y = r sin(x + α)の形で表せ。ただ

し，r > 0, 0 <= α < 2π とする。

（3）0 <= x <=
π

2
における y の最小値と β <= x <= β +

π

2
における y の最大値が等しくなるような β の値を求め

よ。ただし，0 <= β < 2π とする。



三角関数 平成 年 月 日

14 右図のような長さ 2 の線分 AB を直径とする半円があ

る。円弧上の点 Pに対して，∠PAB = θ
(
0 < θ <

π

2

)
とし，点 P から線分 AB に引いた垂線と線分 AB との

交点を Hとする。

（1）線分 AP，PHの長さをそれぞれ θ を用いて表せ。

（2）t = sin θ + cos θ とする。t のとりうる値の範囲を求

めよ。

（3）AP + BP + PHの最大値とそのときの θの値を求めよ。



指数関数 平成 年 月 日

15 関数 y = 16x + 4x+1 − a · 4x − 6がある。ただし，aは

定数である。

（1）4x = tとおくとき，y を tの式で表せ。

（2）a = 3のとき，y = 0となる xの値を求めよ。

（3）x >= 0のとき，y の最小値を求めよ。



指数関数 平成 年 月 日

16 関数

f(x) = 4x +
1
4x

− 2k

(
2x +

1
2x

)
+ 26

がある。ただし，k は定数である。また，2x +
1
2x

= t

とおく。

（1）4x +
1
4x
を tを用いて表せ。

（2）t >= 2であることを示せ。また，k = 1のとき，f(x)の

最小値を求めよ。

（3）f(x)の最小値が 16であるとき，k の値を求めよ。



指数関数 平成 年 月 日

17 関数 y = 4x−1 − 3 · 2x + 1がある。

（1）x = 0のとき，y の値を求めよ。

（2）t = 2x とおくとき，y を tを用いて表せ。また，y の最

小値とそのときの xの値を求めよ。

（3）xについての方程式

4x−1 − 3 · 2x + 1 = k (k は定数) · · · · · · 1©

が異なる２つの実数解をもつような k の値の範囲を求

めよ。また，方程式 1©が正の解と負の解を１つずつもつ
ような k の値の範囲を求めよ。



対数関数 平成 年 月 日

18 ２つの関数 f(x) = log4(2x+k)と g(x) = 1+ log2(x+

1)がある。ただし，k は定数とする。

（1）k = 8のとき，f(−2)，f(0)を求めよ。

（2）k = 8のとき，方程式 f(x) = g(x)を解け。

（3）方程式 f(x) = g(x) が 0 <= x <= 2 の範囲に解をもつよ

うな k の値の範囲を求めよ。



対数関数 平成 年 月 日

19 関数 f(x) = (log2 x)2 − log4 ax2 がある。ただし，aは

正の定数である。

（1）a = 16のとき，f(1)，f(4)の値を求めよ。

（2）f(x)の最小値を aを用いて表せ。

（3）1 <= x <= bにおける f(x)の最大値が 5，最小値が − 5
4

であるとき，定数 a, bの値を求めよ。ただし，b >= 2と

する。



対数関数 平成 年 月 日

20 関数

y = (log3 x)2 + 3k log 1
3

x2 + 2 (1 <= x <= 27)

がある。ただし，k は定数である。

（1）t = log3 x (1 <= x <= 27)とおくとき，tのとり得る値の

範囲を求めよ。

（2）yを (1)の tを用いて表せ。また，k =
3
4
のとき，y = 0

となるような xの値を求めよ。

（3）y = 0となる実数 xが２個あるとき，k のとり得る値の

範囲を求めよ。



対数関数 平成 年 月 日

21 関数 f(x) = log2(x− 5)− log4(x− a)がある。ただし，

aは定数とする。

（1）a = 2のとき，f(6)，f(11)の値を求めよ。

（2）a = −3のとき，方程式 f(x) = 1を解け。

（3）a > 5とする。方程式 f(x) = 1 が異なる２つの実数解

をもつような aの値の範囲を求めよ。



対数関数 平成 年 月 日

22 必要ならば，log10 2 = 0.3010, log10 3 = 0.4771,

log10 7 = 0.8451を用いよ。

（1）1870 は何桁の自然数か。また，最高位の数字は何か。

（2）
(

1
45

)54

について，小数点以下最初に 0でない数字が

現れるのは小数第何位か。また，その数字は何か。

（3）3100 を２進数で表すと何桁の数になるか。


